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特特 集集

「資金繰りとキャッシュフロー⑫」 ・・・キャッシュフロー計算書の作成

本誌では、「資金繰りとキャッシュフロー」というテーマを特集しています。

前回から「キャッシュフロー計算書」に入りました。

今回は実践編。

実際に「キャッシュフロー計算書」を作成してみましょう。

１．「キャッシュフロー計算書」とは？ ・・・前号の復習

「キャッシュフロー計算書」とは、会計期間における資金（現金および現金同等物）の増減、つまり、

実際の入金（収入）、出金（支出）の状況を表示するものです。

その構造は、次ページの通り、企業活動の内容に合わせて、以下の３つに区分されています。

●営業活動におけるキャッシュフロー

●投資活動におけるキャッシュフロー
●財務活動におけるキャッシュフロー
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前号で説明した通り、「キャッシュフロー計算書」の作成方法は、「直接法」と「間接法」の２つが

ありますが、今回は、一般的に用いられている間接法で作成してみます。

間接法は、損益計算書の「税引前当期利益」を出発点として、「損益計算書」「貸借対照表（２期）」

を使って、実際のキャッシュの出入りを調整して作成するものです。

調整方法は以下の通りです。

上表の「売上債権の増加」が「キャッシュの減少」になることが、ちょっとピンとこない・・・

そのような声が聞こえてきそうです。

以下の図をご覧ください。

今期の売上高は、１０００ですが、実際の収入（入金）は、前期末の売上債権（２００）と、今期の

収入（７００）の合計９００だけなので、売上高よりも１００少ないですよね。

棚卸資産も、買掛債務も同じような考え方になります。
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２．「キャッシュフロー計算書」を作成してみよう！

それでは、実際に「キャッシュフロー計算書」を作成してみましょう。

   キャッシュフロー計算書の各項目の空欄に数字を入れてみてください。

なお、「税引前当期利益」は、損益計算書から、１３，２００が確定です。

また、ｂ．ｃ．の期首、期末の残高は、貸借対照表から、それぞれ、５，０００、７，０００が分かり

ますのでａの増減額は、２，０００で確定です。
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以下が解答です。

ちょっと分かり難いのが、注１の「法人税の支払」と、注２の「固定資産の取得」でしょう。

法人税については、当期中に払うものと、翌期に払うものがあります。

従って、実際に支払ったものは以下の通りで計算します。

法人税の支払い＝前期未払法人税等＋今期払い込み分

           ＝前期未払法人税等＋（当期税金－当期未払法人税等）

           ＝２，５００＋（５，０００－２，０００＝５，５００

固定資産については、既に保有している固定資産の減価償却分を考慮する必要があります。

従って、実際に取得した資産は以下の通りです計算します。

固定資産の取得＝当期有形固定資産－（前期有形固定資産－減価償却費）

           ＝８１，０００－（７５，０００－３，０００）＝９，０００

＜続きは次回＞


